
フォントワークスは、ユニバーサルデザイン（UD）フォントとして、

2015年2月に《フォントワークスUDフォント》シリーズをリリースしました。

「ヨムモジ」「ミルモジ」「ツタエルモジ」を“モジコンセプト”に、

より読みやすい、より見やすい、より伝えやすい文字であることを目的としてデザインされた書体です。

フォントワークスは、これらの書体に対する客観的な評価をエビデンス（根拠）として示すため、

九州大学と行っている共同研究〔UDフォントの評価に関する研究〕の中で比較実験を実施いたしました。

この書面では、フォントワークスUDフォントに対する

［可読性］［視認性］［判別性］の実験内容及び評価結果を報告いたします。

フォントワークスUDフォントを

安心してお使いいただくための

エビデンス
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▶フォントワークスUDフォントに対して、自社および他メーカーの一般的なフォントおよびUD

フォントとの比較実験を実施し、UDの性質である［可読性］［視認性］［判別性］に対する客観

的な評価を求めることを目的としました。

▶比較実験は、九州大学 芸術工学研究院のコンテンツ・クリエーティブデザイン部門およびデ

ザイン人間科学部門の下記教員との共同研究の一環として行いました。

▶今回の実験では、1書体に対する絶対評価を求めるのではなく、市場に販売されている複数の

同種の書体に対し、UDのそれぞれの性質の観点からの相対的な比較実験による評価を行いま

した。対象となる全ての書体を採点し、最終的にフォントワークスUDフォントに対する評価

を算出する方式を採用しています。

UDフォントとは、［可読性］［視認性］［判別性］に優れ、年齢・性別に関係なく、誰もが読みやすく、

見やすいデザインが施された書体として各メーカーからリリースされています。

通常、書体におけるタイプフェース（デザイン）は、多くの人が《その文字を正しく認識できるこ

と》を条件とし制作されており、当社を含めほとんどのメーカーの大多数の書体は、その条件にさ

まざまなデザイン的特長を加え制作されています。つまり市場で販売されている一般的な書体

にも、ある程度のUDの要素が備えられているとも言えます。

そこでフォントワークスは、自社ブランドのUDフォントを開発するにあたって、次のコンセプト

で制作しました。

まず、フォントワークスUDフォントは、可読性・視認性・判別性が“より高い”ものであること、

そしてそれぞれに性質を特化して高めた書体であることと定義しました。

そのため、当社フォントの中からユーザー使用頻度が高く、特にUDの性質を備えていると考えら

れる書体を、角ゴシック体・丸ゴシック体・明朝体の中からそれぞれ選択し、その書体に対して

本来の美感性を損なうことなく、UDの性質を特化して高めるようにデザインを施しました。

角ゴシック体（UD角ゴ_ラージ）と丸ゴシック体（UD丸ゴ_ラージ）は見出し用、明朝体（UD明

朝）は本文用のUDフォントとして、それぞれの使用用途を明確にしています。

※文中に出てくるFW-UDゴシック＝UD角ゴ_ラージ、FW-UD丸ゴシック＝UD丸ゴ_ラージ、
　FW-UD明朝＝UD明朝を指します。

2/5

フォントワークスUDフォント

実験について

●コンテンツ・クリエーティブデザイン部門
佐藤優教授、伊原久裕教授、藤紀里子助教

●デザイン人間科学部門
須長正治准教授
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▶被験者として若年者／高齢者／デザイン関連業務経験者の97名。

▶実験は、角ゴシック体と丸ゴシック体は見出し、明朝体は本文での評価を求める実験としています。

▶一般的に入手可能なUDフォントを含む角ゴシック体・丸ゴシック体・明朝体のそれぞれ10書体を
見出し用、本文用の2種類に分類し、任意の組み合わせで表示させ採点します。その結果に対する

基準値を算出し、フォント単体および総合的な評価を行います。

UDフォントの比較実験に伴う、実験装置／被験者／

使用フォントについての情報は、以下のとおりです。

A. 実験装置 B. 被験者

C. 実験に使用したフォント

D. 実験方法

表示装置

観察距離

観察条件

フォントサイズ

文字種

若年者

高齢者

デザイン関連
業務経験者

ゴシック体

丸ゴシック体

明朝体

可読性

視認性

判別性

一対比較法（２つのうちどちらか優れている方を選択）

採点法（見えやすさを0点から4点までの点数で採点）

四者強制選択（正しいと思うものを４つの中から強制的に１つだけ選択）

４Ｋディスプレイ

60cm または 5m

暗室

18pt から 120pt

漢字・かな・英数字

24型： Dell:23.8 inch UP2414Q
65型：Sony:65 inch KD-65X9200A

FW-UDゴシック（フォントワークスUDゴシック）
Ａ社-UDゴシック／Ｂ社-UDゴシック／Ｃ社-UDゴシック／Ｄ社-UDゴシック／Ｅ社-UDゴシック／Ｅ社-ゴシック
Ｆ社-UDゴシック／F社-ゴシック／Ｋ社-ゴシック

FW-UD丸ゴシック（フォントワークスUD丸ゴシック）
Ａ社-UD丸ゴシック／Ｂ社-UD丸ゴシック／Ｃ社-UD丸ゴシック／Ｄ社-UD丸ゴシック／Ｅ社-UD丸ゴシック
Ｅ社-丸ゴシック／Ｆ社-UD丸ゴシック／Ｇ社-丸ゴシック／Ｈ社-丸ゴシック

FW-UD明朝（フォントワークスUD明朝）
Ａ社-UD明朝／Ａ社-明朝／Ｂ社-UD明朝／Ｃ社-UD明朝／Ｄ社-UD明朝／Ｅ社-明朝
Ｆ社-UD明朝／Ｉ社-明朝／Ｋ社-明朝

30名 男性14名  女性16名
（平均年齢 21.9歳 ±1.62歳）

男性20名  女性16名
（平均年齢 67.9歳 ±3.18歳）

男性14名  女性17名
（平均年齢43.2歳 ±12.04歳）

36名

31名

実験内容と評価方法について

実験環境



実験2
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角ゴシック体：突出して可読性の高いフォントは
なく、実験対象フォントのほとんどがある程度の
可読性をもつ書体との評価となった。

丸ゴシック体：各社オリジナリティの強いデザイ
ンのためか、他の２つに比べ使用頻度が低いため
なのか、まばらに分布する結果となった。

明朝体：使用頻度も高く、見出しにも本文にも使
用されるケースの多い書体のため、評価がはっき
りと分かれる結果となった。

フォントワークスUDフォントは角ゴシック体、丸
ゴシック体、明朝体ともに［4点（良い）］と、可読
性が高いと評価された。

● 結  果
5段階評価 角ゴシック体 丸ゴシック体 明朝体

とても良い

良い

普通

あまり良くない

良くない

0

4

5

0

1

1

3

3

2

1

4

2

0

3

1

5点

4点

3点

2点

1点

「読みにくいが読める」で採点されるフォントサイズを
［最少視認文字サイズ］として、そのフォントサイズを算
出。一般的に使用されていると考えられるフォントを
「1」として正規化した。

評価の結果の数値は、例えば 0.95という値は基
準となるフォントが10ポイントのサイズで表示し
たものと比べ0.95倍である9.5ポイントで表示し
ても同等の視認性がえられることを意味する。
フォントワークスUDフォントは角ゴシック体、丸
ゴシック体、明朝体ともに基準またはそれを下回
る数字となっており、視認性が高いと評価された。

視認性

実験1 可読性

測定方法

評価の集計方法

一対比較法による選択数から比較相手毎に勝率を算出
し、それを基にＺ値を求め、その平均値をフォントの「読
みやすさ」の心理尺度値に設定。これは、勝率が標準正
規分布にしたがっていると仮定している。その心理尺
度値を基に、全評価対象がやはり標準正規分布に近い分
布になるように５段階で評価を行った。

視認性におけるFW-UDフォント

可読性における全体的な評価結果

採点基準 基準値「1」に設定したフォント

●Ｋ社-角ゴシック ／ ●Ｇ社-丸ゴシック
●Ｉ社-明朝

被験者の
課　　題

表示内容

採点法（0から4点の点数評価）

単位・書体

角ゴシック
丸ゴシック
明朝

65型ディスプレイに１文字
65型ディスプレイに１文字
24型ディスプレイに１文字

測定方法

被験者の
課　　題

表示内容

一対比較法

角ゴシック

丸ゴシック

明朝

《見出し》としての文字種混合の文字列［１行］

《見出し》としての文字種混合の文字列［１行］

《本文》としての一段落の文字列［３行］

FW-UDゴシック含む FW-UD丸ゴシック含む FW明朝含む

評価の集計方法

1文字を異なるサイズで
表示し、5段階で採点

上下に配置された二つの
文字列のうち、どちらか
「読みやすい」方を選択

●読みやすい：4点 ／ ●読める：3点 ／ ●読みにくいが読める：2点 
●かなり読みにくい：1点 ／  ●全く読めない：0点

● 結  果

1.00

0.99

0.95

漢 字

0.95

1.02

0.96

かな

FW-UDゴシック

FW-UD丸ゴシック

FW-UD明朝

0.86

0.67

0.80

英数字

イメージ

イメージ
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● 結  果

判別性

「正答率62.5％」を与える提示時間を、文字の正
しい形状の【判別可能時間】として算出。一般
的に使用されているフォントを「1」として、正
規化した。

測定方法

被験者の
課　　題

表示内容

四者強制選択

角ゴシック
丸ゴシック
明朝

　－
　－
24型ディスプレイ

基準値「1」に設定したフォント

●Ｉ社-明朝

はじめに２文字の対を見せ、その後
表示される４つの類似した候補の中
から、先に表示されたものと同じ文
字の対を強制選択

0.90

漢 字

0.90

かな

FW-UD明朝 0.82

英数字
判別性は明朝体のみで実施。
誤読を防ぐために正しい字形であることの分かりやす
さが評価となる。長い文章用の書体として、漢字・ひ
らがな・英数字のどれも基準となる１以下の値で、判
別性が高いと評価された。

判別性におけるFW-UDフォント

評価の集計方法

九州大学との共同研究では、UDフォントの評価に関する研究を行っている。

その中で、今回の当社UDフォントと様々なメーカーからリリースされているUDフォント（一部一般

的なフォントを含む）と比較し、UDフォントの性質として定義した［可読性］［視認性］［判別性］がど

の程度優れているかを採点・評価した。

その結果、『フォントワークスUDフォント』は角ゴシック体、丸ゴシック体、明朝体ともに、基準として

設定した数値を上回る結果を得ることができた。今回の実験で使用したフォントの中で、ひとつの

メーカーがリリースしているフォントすべてが基準値を超えたのはフォントワークスだけである。

このことから、『フォントワークスUDフォント』は、［可読性］［視認性］［判別性］に優れていると言え、

《安心して使えるUDフォント》であると結論付けた。

『フォントワークスUDフォント』は、2015年1月にリリースした角ゴシック体「UD角ゴ_ラージ」と丸

ゴシック体「UD丸ゴ_ラージ」は見出し用、明朝体「UD明朝」は本文用といった使用用途を明確に提

案している。2016年１月には、角ゴシック体と丸ゴシック体の長文での可読性向上を図った「UD角

ゴ_スモール」「UD丸ゴ_スモール」をリリースすることで、UDフォントの用途の幅をさらに広げる。

FW-UDフォントの比較実験における総評

〒812-0026 福岡市博多区上川端町13-15 安田第7ビル7F 受付時間（月～金）AM10:00～11:30 ／ PM1:00～5:00
《本件についてのお問い合わせはサポートセンターへ》

http://fontworks.co.jp/
TEL　  0120-780241／092-261-5677
FAX 092-261-5688　E-mail：info@fontworks.co.jp
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